
             情報セキュリティ基本方針 

 

当社は、独立系のソフトウェア会社として、「何に対しても積極的に取り組み、技術の向

上に励むと共に、関わる全ての人と良質な信頼関係を構築する」ことを企業理念としてき

ました。 

この企業理念にのっとり、お客様のシステムやデータ等の情報資産を、安全かつ確実に

事故・災害・犯罪などの脅威から守り、社会に信頼され続ける企業であるために、また社

会からの信頼に対する責任を果たすために、以下の方針に基づき情報セキュリティに取り

組み、情報セキュリティの維持向上に努めます。 

 

1. 情報セキュリティ規程の遵守 

当社は、情報セキュリティを経営上及び事業上の最重要課題のひとつと捉え、情報セ

キュリティ管理規程を定め、経営者主導で組織的かつ継続的に情報セキュリティの改

善・向上に努めます。 

 

2. 情報資産の取扱い 

   お客様の情報資産に関しては、当社の事業目的範囲に限定し、収集、利用、提供等

適正な管理策を講じます。また、個人情報の収集、利用、提供に当っては、本人の同

意を得ると共に情報資産の一部として適切に管理します。 

 

3. 情報セキュリティ対策の評価及び見直し 

   当社は、過失、事故、災害、犯罪等の全ての脅威、並びに情報の不正アクセス、情

報の紛失、破壊、改ざん、及び漏洩等のリスクから、お客様の情報資産並びに当社の

情報資産を適切に保護し、定期的に検証、評価して、継続的な改善活動を行っていき

ます。 

 

4. 従業員の取組み 

当社の従業員は、情報セキュリティのために必要とされる知識、技術を習得し、情報

セキュリティへの取り組みを確かなものにします。 

 

5. 法令及び契約上の要求事項の遵守 

当社は、役員、従事者に教育並びに啓蒙を行うことにより、知的所有権、個人情報等

を含む情報セキュリティに関わる関連法令、規制、規範、契約上の法規を遵守します。 

 

6. 事業継続計画の策定と推進 

   災害、事故等を含めた、緊急事態を想定した事業継続を確実にするため、事業継続

計画の策定とその実施を推進します。 

 

7. 事故対策と予防処置 

   当社は、情報セキュリティ上の事故が発生した場合は、対策を迅速に実施し、影響

が最小限になるように努めます。また、原因究明と再発防止に努めます。 

  また情報セキュリティの維持向上の活動を通して事故の予防に努めます。 
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